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 論文審査結果の要旨
 本論文は、プロトタイプ理論という認知言語学の枠組みを用い、文法的ジェンダー(名詞修飾語
 の形態などにその名詞のカテゴリーが反映されるもの)とSAPジェンダー(会話参与者の性が発
 話に反映されるもの)という二種類の言語ジェンダー現象を総合的に考察したものである。全体は
 二部に分かれており、全9章から構成されている。第一部では、言語に現れるジェンダー現象の言
 語類型論的研究を個別言語の比較対照を通じて進め、第二部では、日本語におけるジェンダー差異
 の詳細な考察を行った。
 まず、第1章では、研究の目的、プロトタイプ理論の紹介、ジェンダーの定義などを詳述し、論
 文の全体的な構成を示した。第2章では、文法的ジェンダーが存在する言語をいくつか紹介した上
 で、品詞のジェンダー呼応の類型論的傾向を調べるため、文法的ジェンダーの現れる50の言語につ
 いて調査を行い、一新たな六つの含意普遍性を指摘した。
 第3章では、多くの言語に現れるSAPジェンダーの多様な現象を紹介し、このデータに基づい
 て第4章では文法的ジェンダーとSAPジェンダーが重なると考えられる人称代名詞の選択過程を
 詳細に分析した。すなわち、一人称・二人称の指示には、SAPジェンダーが典型的に現れ、文法
 的ジェンダーは、プロトタイプが三人称の指示にありながら、二人称・一人称にも現れることを明
 らかにした。この文法的ジェンダーの非プロトタイプ的・周辺的なものはSAPジェンダーの例で
 もあり、両者の重なりを示すものとの説明を行った。
 第二部では、日本語におけるジェンダー差異を考察し、第5章では、日本語に現れるジェンダー
 現象についての先行研究を総括し、その傾向と問題点を指摘した。
 第6章では、丁寧さが反映するとされる日本語の二人称代名詞の歴史的な調査を行い、ヨーロッ
 パの言語に存在する二人称代名詞と比較しながらその性質や特徴を詳細に考察した。二人称代名詞
 の使用と造語に関して、日本語においては男女差が見られることを検証した。
 第7章では、談話分析の手法を用い、SAPジェンダーはその使用には関係ないと考えられてき
 た終助詞rヨ」とrネ」を考察した。データを自然な会話から取り、英語のブースターとヘッジャー
 における男女差と同様の性差が、日本語のヨとネの使用にも現れ、Holmes(1995)の主張する会
 話進行の動機付けの性差が、日本語にも見られることを明らかにした。さらに、発話相手の性が発
 話者の言語使用に影響することを指摘した。
 第8章では、同一ジェンダーのなかで、年齢という別の社会的要因の関わりについて調べた。日
 本人女性の年齢で区別された2つのグループ会話を分析し、年齢層によって同じジェンダーにおい
 ても、言語使用、特にグループの他のメンバーに対する配慮等に差が表れることが分かった。
 以上、本研究は、ジェンダーがどのように言語に現れるか、また、なぜ現れるのかを考察するた
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7 めに、世界の多くの書籍におけるジェンダー現象と日本語に現れるジェンダー現象について多様な
 データをプロトタイプ理論の枠組みを用いて分析・比較対照し、その結果を系統的に集成したもの
 である。文法的ジェンダーとSAPジェンダーとして捉えられる言語現象を体系的・統合的に分析
 することによって、一見無関係に見える個別言語各々の現象が同一の原理で生じることを明示する
 ことにより今後の言語学的ジェンダー研究の基礎を築いた。
 従って、本論文の提出者アンドリュー・ジョン・パークは、自立して研究活動を行うに必要な高
 度の研究能力と学報を有するものと判断される。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文
 として合格と認める。
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